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 週刊69号 

あびこ浩子 

ゆめ・みらい通信 

 みなさま、いつもお世話になっております。あびこ浩子です。 

 5月も下旬になり、お天気が良いと25度を超えて夏日となる日が続

いています。熱中症対策や日焼け対策も必要です。雨が降る日はまた

気温が下がり前日より5度前後も変化することもあるので身体が付いて

いきません。日差しの下にいるとあっという間に日焼けをしていて、

帽子と日傘を慌てて探しました。 

 先週は日大アメリカンフットボールの反則問題が大きく報道されま

した。最初、反則タックルの様子をテレビで見た時には、アメリカン

フットボールのタックルで首の骨を折って死亡することもあると聞い

ていたので、非常に危険な行為だと驚きました。しかしその後、皆様

もご存知のように、関学大に対する日大の対応が誠意がないと伝わっ

てきて、とうとう反則をした当事者の選手自身が会見を開くという事

態になりました。約一時間にわたる会見と質疑。まだ20歳の若者が多

くのカメラや報道陣の前で、潔く経過を語り謝罪しようとする真摯な

姿勢に、画面を見ていた途中から何故か涙が出てきました。報道各社

が次々質問を続けていくので「もうやめてあげて！」と叫びたい衝動

にかられました。彼の口から「監督・コーチの責任だ」という言葉を

引き出したいとしか思えない質問にも、彼は「どういう指示があった

にせよ、やったのは自分であり、自分に責任があるのだ」という言葉

と態度は変わりませんでした。それと対照的に会見をした監督コーチ

は「指示した内容の理解について選手と乖離があった」という説明で

した。「それでもやったのは自分」という選手に対して、せめて「反

則をさせてしまうような支持の出し方をして、選手を追い詰めて申し

訳なかった。責任はこちらにある」と何故、自分の育てた選手の立場

に立って発言できないのだろう？とずっと思っていました。大人の姿

を子どもは見ているのです。残念です。 

夏日になる日が続いています。暑さ対策を！ 

日大アメリカンフットボール部反則問題に思うこと 
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【あびこ浩子プロフィール】 

玉櫛小・南中卒業／1980大阪府立千里高

校卒業／1984関西大学文学部卒

業／2008大阪市立大学大学院創造都市

研究科共生社会研究分野修士課程修了／

大学時代銭原キャンプ場でカウンセラー

として活動 

1984高槻市立第7中学校教諭／1987茨木

市立三島中学校へ転任1990退職／2000
沢池幼稚園PTA会長／2002穂積小PTA会

長／2006茨木市PTA協議会会

長／2004NPO法人Chacha－House 代
表理事/2006穂積小校区青少年健全育成

運動協議会会長／2006NPO法人子育て

広場全国連絡協議会理事／2011穂積地

区自主防災会会長／2012穂積地区福祉

委員会副委員長 

2008・4茨木市議会議員補欠選挙で初当

選／2009・1選挙2期目当選／2013・１

選挙3期目当選／2017・1選挙4期目当選 

茨木市穂積台 在住 

連絡先：（自宅）茨木市穂積台１２－５０３穂積台グランドコーポ 

Facebook：あびこ浩子｜WEBサイト：http://www.hiroko-abiko.jp    

南地域ふれ愛フェスタ2018 
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電話・ＦＡＸ  ０７２（６５５）８４６０（留守時

はメッセージをお願いいたします。） 

Email: abiko-h@hcn.zaq.ne.jp 
【自宅】茨木市穂積台12-503穂積台グランドコーポ 

ＨＰ：http://www.hiroko-abiko.jp 
ＦＡＣＥＢＯＯＫページ 

 「あびこ浩子（茨木市議会議員）」 

「あびこ浩子 茨木ゆめ・みらい工房」 

Twitter ＠abiko_h（あびこ浩子(茨木市議会議員） 

あびこ浩子連絡先 
お互いさまと思える茨木に! 

生活者の視点を政治に！ 

毎週火曜日・木曜日の朝、ＪＲ茨木駅西口下、水曜日の朝、南茨木駅、金曜日の朝、阪急茨木市

駅東口南側にてご挨拶と週刊通信を配布させていただいています。お急ぎとは思いますが、お時

間許せば手に取っていただけましたら幸いです。お声をかけていただけたらとても嬉しいです！ 
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 茨木市は市制施行70周年を記念して映画「葬式の名

人」の制作に協力します。 

 茨木市ゆかりの川端康成氏の短編小説「十六歳の日

記」「少年」などを原案にしたオリジナルストー

リー。 

 

 

 

 

 

 

 

製作費のうち、市は2000万円を負担します。その

うち一部を、ふるさと納税を充てます。8月31日まで

に目標1000万円。現在176万円集まっています。 

申込は5千円、1万円、3万円、5万円、10万円、30

万円の枠があります。10万、30万を寄付された方に

は映画のエンドロールに名前がでます！！ 

ふるさと納税で映画に支援については 

https://www.furusato-tax.jp/gcf/308 

を見てください。 

茨木でオールロケします！ 

2018年7月下旬 撮影、 

2018年9月   作品完成、 

2018年11月  市制施行70周年記念式典に

て予告編上映、完成披露特別試写会、映画祭出

品 

2019年 全国公開 

茨木を「絵になるまち」に 

この4月から、３年に一度の介護保険料改定での

保険料の状況はどうなっているのでしょうか。 

 

全国平均       月額5869円 

茨木市平均      月額5300円 
≪最高額≫ 福島県葛尾村   月額9800円 

≪最低額≫ 北海道音威子府村 月額3000円  

市区町村別にみると、前回より 保険料が上がっ

たのが1224団体（78％）、基金繰り入れで256団

体（16.3％）が据え置き、90団体（5.7％）が引

き下げ。約7割の1150団体は保険料が5001円～

6500円の範囲に収まっている。 

 大阪市は7927円で全国の市のなかで最高額であ

る。背景に独居老人の割合が42.4％で全国平均

27.3％より大幅に多いこと。介護サービスが利用

しやすいことなどが考えられる。 

18年から20年度平均 

65歳以上の介護保険料 

主人公が高校を卒業して10年がたったあ

る日、あまり交流のなかった同級生が不

慮の事故で亡くなった。ひょんなことか

ら同級生らと学校で開いた通夜を通じ、

10年間の誤解やわだかまりがほぐれ、友

情を新たにするコメディー作品 


